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つ
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佐　
　

藤　
　

雄　
　

一

問
題
の
所
在

　

信
濃
国
の
国
造
勢
力
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
科
野
国
造
の
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
国
史
大
辞
典
』
国
造
の
項
の
「
氏
姓
国
造
一
覧
」
と
「
国

造
配
置
図
」
に
お
い
て
も
、
信
濃
国
の
国
造
は
科
野
国
造
（
後
に
他
田
舎
人
氏
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
古
事
記
』
や
「
国
造
本
紀
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
信
濃
国
の
国
造
が
科
野
国
造
だ
け
で
あ
る
し
、
一
国
一
国
造
と
い
う
原
則
か
ら
考
え
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

し
か
し
、
僅
か
な
期
間
で
は
あ
る
が
、
養
老
五
（
七
二
一
）
年
六
月
か
ら
天
平
三
（
七
三
一
）
年
三
月
に
か
け
て
は
、
信
濃
国
を
割
い
て
諏

方
国
を
置
い
て
お
り
、
ま
た
、「
天
孫
本
紀
」
に
お
い
て
は
「
須
羽
直
」
に
つ
い
て
の
記
載
も
あ
る
。
確
か
に
、「
天
孫
本
紀
」
の
史
料
的
問
題

を
鑑
み
る
に
、
記
事
内
容
を
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
が
、
後
年
、
信
濃
国
か
ら
分
割
し
て
諏
方
国
を
立
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
何
ら
か
の
要
因

が
、
諏
訪
の
地
に
は
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

国
造
制
の
研
究
に
お
い
て
、
諏
訪
国
造
を
扱
っ
た
論
考
は
管
見
の
限
り
で
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
中
で
、
新
野
直
吉
氏
が
近
年
「
諏
訪
の

国
造
に
比
す
べ
き
存
在
の
性
格
」
を
発
表
し
た
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
新
野
説
に
お
い
て
諏
訪
国
造
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
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新
野
氏
に
よ
る
説
に
関
し
て
は
、
国
造
制
下
に
お
け
る
諏
訪
地
域
の
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
る
部
分
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
信
濃
地
域
に
お
け
る
国
造
勢
力
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
を
も
と
に
諏
訪
地
域
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
勢
力
が
実
態
と
し
て
存
し
て
い
た
の
か
を
述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、「
シ
ナ
ノ
」
や
「
ス
ハ
」
の
表
記
に
関
し
て
は
、
信
濃
・
科
野
や
、
諏
訪
・
諏
方
・
須
波
・
須
羽
・
洲
羽
な
ど
様
々
あ
る
が
、
固
有

名
詞
な
ど
特
別
な
使
い
方
を
す
る
場
合
以
外
は
便
宜
上
「
信
濃
」
や
「
諏
訪
」
な
ど
に
統
一
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
信
濃
の
国
造
勢
力

　

信
濃
国
の
国
造
勢
力
に
つ
い
て
『
古
事
記
』
神
武
段
に
は

　
　

�

神
八
井
耳
命
者
、〈
意
富
臣
、
小
子
部
連
、
坂
合
部
連
、
火
君
、
大
分
君
、
阿
蘇
君
、
筑
紫
三
家
連
、
雀
部
臣
、
雀
部
造
、
小
長
谷
造
、

都
祁
直
、
伊
余
国
造
、
科
野
国
造
、
道
奧
石
城
国
造
、
常
道
仲
国
造
、
長
狭
国
造
、
伊
勢
船
木
直
、
尾
張
丹
波
臣
、
嶋
田
臣
等
之
祖
也
。〉

と
あ
り
、
神
八
井
耳
命
系
の
氏
族
の
一
つ
と
し
て
科
野
国
造
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
『
先
代
舊
事
本
紀
』
巻
十
「
国
造
本
紀
」
に
も
科
野
国
造

に
つ
い
て

　
　

瑞
籬
朝
〔
崇
神
〕
御
世
。
神
八
井
耳
命
孫
建
五
百
建
命
、
定
二
賜
国
造
一
。

と
あ
る
。

　

科
野
国
造
に
関
し
て
直
接
言
及
し
て
い
る
史
料
は
以
上
の
二
点
で
あ
る
。
や
は
り
、
出
雲
国
造
な
ど
他
の
国
造
と
比
べ
る
と
数
も
そ
う
で
あ

る
が
、
具
体
性
に
も
乏
し
い
内
容
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
造
に
関
す
る
こ
と
以
外
に
も
、
古
代
の
信
濃
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
場
合
、

木
簡
や
出
土
遺
物
な
ど
の
考
古
学
分
野
の
成
果
と
併
せ
て
考
え
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
科
野
国
造
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
主
に
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①　

塚
田
正
朋
氏
や
大
和
岩
雄
氏
ら
に
よ
る
四
～
五
世
紀
の
多
氏
系
と
結
び
つ
け
る
説　

②　

関
晃
氏
や
『
長
野
県
史
』
に
よ
る
、
四
世
紀
末
～
五
世
紀
初
頭
の
科
野
直
と
す
る
説　

③�　

井
原
今
朝
男
氏
や
桐
原
健
氏
ら
に
よ
る
、
六
世
紀
以
降
新
た
に
南
信
濃
に
お
い
て
勢
力
を
確
立
し
た
金
刺
舎
人
氏
・
他
田
舎
人
氏
を
、
そ

れ
ま
で
の
科
野
直
に
か
わ
っ
て
科
野
国
造
に
任
命
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
、
二
段
階
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
で
は
、
③
説
が
有
力
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
篠
川
賢
氏
に
代
表
さ
れ
る
近
年
の
国
造
制
に
関
す
る
研
究
で
は
、

国
造
制
の
成
立
は
六
世
紀
以
降
に
下
る
と
い
う
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
一
連
の
国
造
制
に
関
す
る
研
究
を
受
け
、小
林
敏
男
氏
は
、科
野
国
造
を
六
世
紀
～
七
世
紀
に
か
け
て
成
立
し
た
氏
族
で
あ
り
、

小
県
郡
の
金
刺
舎
人
氏
を
本
流
と
し
た
氏
族
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
信
濃
国
の
国
造
勢
力
と
し
て
は
、
金
刺
氏
と
他
田
氏
の
二
つ
が
あ
っ
た
と

す
る
の
が
、
現
在
の
有
力
な
解
釈
で
あ
る
。

　

史
料
上
、
科
野
国
造
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
て
い
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
し
か
し
、
一
般
に
律
令
制
下
の
郡
司
層
は
律
令
制
以
前
の
国

造
層
と
繋
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
金
刺
氏
や
他
田
氏
は
、
信
濃
国
に
お
い
て
有
力
な
郡
司
層
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で

に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
以
下
の
史
料
を
通
し
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

①
他
田
舎
人
大
嶋

『
万
葉
集
』
巻
二
十
、
四
四
〇
一
（
天
平
勝
宝
七
（
七
五
五
）
年
二
月
二
二
日
）

　
　

韓
衣
裾
に
取
り
つ
き
泣
く
子
ら
を
置
き
て
そ
来
ぬ
や
母
無
し
に
し
て

　
　

右
の
一
首
は
、
国
造
小
縣
郡
の
他
田
舎
人
大
嶋
の
な
り
。　
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②
他
田
舎
人
千
世
賣

『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
（
七
六
八
）
年
六
月
二
三
日
条

　
　

�
乙
未
。《
廿
三
》
信
濃
国
伊
那
郡
人
他
田
舍
人
千
世
賣
。
少
有
二
才
色
一
。
家
世
豊
贍
。
年
廿
有
五
。
喪
レ
夫
守
レ
志
寡
居
五
十
餘
年
。
褒
二

其
守
節
一
。
賜
二
爵
二
級
一
。　

③
金
刺
舎
人
八
麻
呂　

『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
（
七
六
四
）
正
月
己
亥
（
七
日
）
条

　
　

己
亥
。〈
中
略
〉
正
六
位
上
〈
中
略
〉
金
刺
舍
人
八
麻
呂
。
從
六
位
上
藤
野
別
眞
人
清
麻
呂
並
勳
六
等　

『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁
三
（
八
一
二
）
年
十
二
月
八
日

　
　

信
濃
國
牧
主
當
伊
那
郡
大
領
外
從
五
位
外
勳
六
等
金
刺
舎
人
八
麿
解
偁
。

④
金
刺
舍
人
若
嶋　
　

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
十
月
癸
丑
（
二
五
日
）
条

　
　

癸
丑
。〈
中
略
〉
正
七
位
下
金
刺
舍
人
若
嶋
並
外
從
五
位
下
。

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
（
七
七
二
）
年
正
月
乙
巳
（
二
四
日
）
条

　
　

乙
巳
。
信
濃
國
水
内
郡
人
女
孺
外
從
五
位
下
金
刺
舍
人
若
嶋
等
八
人
賜
レ
姓
レ
連
。

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
八
（
七
七
七
）
年
正
月
癸
亥
（
十
日
）
条

　
　

癸
亥
。
授
從
五
位
上
藤
原
朝
臣
種
繼
正
五
位
下
〈
中
略
〉
外
從
五
位
下
足
羽
臣
黒
葛
。
金
刺
舍
人
連
若
嶋
。
水
海
連
淨
成
並
從
五
位
下　
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⑤
金
刺
舍
人
正
長
⑥
他
田
舍
人
藤
雄

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
四
（
八
六
二
）
年
三
月
戊
子
（
二
十
日
）
条

　
　

�
廿
日
戊
子
。〈
中
略
〉
信
濃
國
埴
科
郡
大
領
外
從
七
位
上
金
刺
舍
人
正
長
。
小
縣
郡
權
少
領
外
正
八
位
下
他
田
舍
人
藤
雄
等
並
授
借
外
從

五
位
下
。

⑦
金
刺
舍
人
貞
長　
　

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
九
月
甲
午
（
五
日
）
条

　
　

�

五
日
甲
午
。
右
京
人
散
位
外
從
五
位
下
多
臣
自
然
麻
呂
賜
レ
姓
二
宿
禰
一
。
信
濃
國
諏
方
郡
人
右
近
衛
將
監
正
六
位
上
金
刺
舍
人
貞
長
賜
レ

姓
二
大
朝
臣
一
。
並
是
神
八
井
耳
命
之
苗
裔
也
。

⑧
他
田
舎
人
蝦
夷

『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
二
十
二
縁
（
宝
亀
四
（
七
七
三
）
年
）

　
　

他
田
舎
人
蝦
夷
は
、
信
農
国
小
県
郡
跡
目
里
の
人
な
り
。
多
く
財
宝
富
に
し
て
、
銭
と
稲
と
を
出
挙
す
。

以
上
、
金
刺
・
他
田
八
人
の
名
を
挙
げ
た
が
、
①
の
他
田
舎
人
大
嶋
の
と
こ
ろ
で
は
「
国
造
」
の
語
が
出
て
き
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
国
造
と

は
国
造
丁
を
指
し
て
い
る
。
国
造
丁
と
は
大
化
前
代
の
国
造
軍
の
遺
制
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
、
各
国
の
防
人
集
団
の
長
（
丁
）
と
し
て
こ
れ
を

統
率
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
律
令
制
下
の
国
造
も
そ
れ
以
前
の
国
造
の
遺
制
で
あ
っ
て
、
祭
祀
面
に
限
ら
ず
郡
司
な
ど
と
同
様

に
地
方
支
配
の
様
々
な
局
面
に
か
か
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

②
の
他
田
舎
人
千
世
賣
は
、
女
性
で
あ
り
直
接
郡
司
層
の
家
柄
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
は
な
い
が
、
家
世よ
よ

に
豊ゆ
た
か贍
な
り
と
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
他
田
舎
人
氏
が
伊
那
郡
に
お
い
て
有
力
な
氏
族
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
伊
那
郡
に
お

（
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け
る
郡
司
層
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
も
、
差
し
支
え
は
な
い
と
考
え
る
。

　

③
の
金
刺
舎
人
八
麻
呂
は
、
伊
那
郡
の
大
領
で
あ
り
、
牧
の
管
理
運
営
を
任
さ
れ
て
い
た
。
大
領
は
郡
司
と
し
て
の
官
職
の
一
つ
で
あ
る
。

　

④
の
金
刺
舍
人
若
嶋
は
、
下
級
女
官
の
女
孺
で
あ
る
が
、
女
孺
は
采
女
を
あ
て
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
女
は
水
内
郡
貢

進
の
采
女
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
金
刺
舎
人
氏
が
水
内
郡
の
郡
領
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

⑤
の
金
刺
舎
人
正
長
は
、
埴
科
郡
の
大
領
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
⑥
の
他
田
舎
人
藤
雄
は
小
県
郡
の
権
少
領
で
あ
っ
た
。
①
に
出
た
他
田
舎
人

大
嶋
と
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
ら
は
並
び
に
郡
司
層
の
家
の
者
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

　

⑦
の
金
刺
舎
人
貞
長
は
、
諏
訪
郡
の
出
身
で
あ
り
、
同
祖
関
係
に
あ
る
大
朝
臣
の
姓
を
受
け
て
い
る
。
右
近
衛
将
監
と
い
う
官
職
か
ら
し
て

も
、
金
刺
氏
が
諏
訪
郡
の
中
で
有
力
な
一
族
で
あ
っ
た
と
し
て
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

⑧
の
他
田
舎
人
蝦
夷
も
、「
財
宝
富
に
し
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
県
郡
の
有
力
首
長
層
で
あ
っ
た
と
の
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
①

の
他
田
舎
人
大
嶋
や　

⑥
の
他
田
舎
人
藤
雄
と
も
繋
が
り
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
よ
う
に
諸
史
料
か
ら
見
る
限
り
信
濃
国
の
広
範
な
地
域
に
ま
た
が
っ
て
、
律
令
制
以
降
、
金
刺
氏
と
他
田
氏
が

主
要
な
勢
力
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
金
刺
・
他
田
の
両
氏
が
郡
司
層
と
し
て
信
濃
国
の
様
々
な
地

域
に
お
い
て
一
定
以
上
の
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
彼
ら
が
国
造
制
以
来
の
伝
統
的
首
長
と
し
て
各
地
域
を
ま
と
め
る
立
場

に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
背
景
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

史
料
か
ら
、
金
刺
氏
は
水
内
郡
・
埴
科
郡
・
諏
訪
郡
・
伊
那
郡
に
分
布
し
、
他
田
氏
は
筑
摩
郡
・
小
県
郡
・
伊
那
郡
に
分
布
し
て
お
り
、
両

氏
は
信
濃
国
全
体
に
広
く
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
分
布
に
つ
い
て
は
、大
き
く
二
つ
の
説
が
あ
る
。
一
つ
は
、南
の
伊
那
郡
・

諏
訪
郡
の
金
刺
舎
人
や
他
田
舎
人
（
＝
科
野
国
造
）
に
よ
る
北
の
筑
摩
郡
・
小
県
郡
へ
の
進
出
を
考
え
る
説
。
も
う
一
つ
は
金
刺
舎
人
と
他
田

舎
人
は
南
北
同
時
に
設
定
さ
れ
た
も
の
と
す
る
説
で
あ
る
。
前
者
は
、
科
野
国
造
の
系
譜
に
あ
る
程
度
の
血
縁
的
関
係
を
認
め
て
考
え
ら
れ
て

（
22
）

（
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お
り
、
後
者
は
擬
制
的
同
族
関
係
を
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
金
刺
舎
人
は
、
欽
明
天
皇
の
磯
城
嶋
金
刺
宮
に
舎
人
と
し
て
奉
仕
し
た
こ
と
に
因
ん
だ
氏
で
あ
り
、
他
田
舎
人
は
欽
明
の
子
で
あ

る
敏
達
天
皇
の
訳
語
田
幸
玉
宮
に
舎
人
と
し
て
奉
仕
し
た
こ
と
に
因
ん
だ
氏
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
六
世
紀
中
～
後
半
頃
に
設
定
さ
れ
た
氏
族
で

あ
っ
た
。
金
刺
舎
人
の
氏
名
は
、
信
濃
国
以
外
で
は
駿
河
国
や
伊
豆
国
に
も
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
氏
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
は
血
縁
を

も
と
に
し
た
同
族
関
係
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
大
王
の
宮
に
舎
人
と
し
て
奉
仕
し
て
い
た
と
い
う
政
治
的
な
性
格
か
ら
命
名
さ
れ
た
擬
制
的

同
族
関
係
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
信
濃
国
の
よ
う
に
広
大
な
領
域
を
一
氏
族
の
み
が
支
配
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
讃
岐
国
の
よ
う
に
、
複
数
の
氏
族
が
国
造
に

つ
い
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
、
そ
れ
ら
が
擬
制
的
同
族
関
係
を
結
ん
で
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　

信
濃
国
の
場
合
は
、
ど
こ
か
一
つ
の
大
勢
力
の
み
が
国
造
と
し
て
国
全
体
を
把
握
し
て
い
た
と
は
考
え
難
く
、
信
濃
各
地
に
存
在
し
て
い
た

中
小
の
勢
力
が
お
互
い
の
相
対
的
な
力
関
係
の
中
で
、
そ
の
時
々
に
応
じ
て
国
造
に
つ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
、
信
濃
各
地
の
氏
族
は
本
来
的
に
同
族
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
大
和
王
権
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
、
舎
人
と
し

て
中
央
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
り
、
金
刺
舎
人
氏
・
他
田
舎
人
氏
と
い
う
職
掌
に
よ
る
氏
姓
を
名
乗
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が

系
譜
上
の
擬
制
的
な
同
族
関
係
を
結
ぶ
よ
う
に
な
る
の
は
、
後
代
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。

二
　
諏
訪
地
域
の
国
造
勢
力

　

前
節
に
お
い
て
、
信
濃
国
に
お
い
て
は
特
定
の
勢
力
が
国
造
と
な
っ
て
国
全
体
を
支
配
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
期
に
お
け
る
各
地

域
の
相
対
的
な
関
係
や
王
権
と
の
結
び
つ
き
の
中
で
中
心
と
な
る
勢
力
が
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
本
稿

で
は
、そ
の
地
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
諏
訪
に
つ
い
て
触
れ
、ま
た
当
地
域
を
治
め
て
い
た
と
さ
れ
る
「
須
羽
国
造
」
に
つ
い
て
、

（
24
）
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筆
者
な
り
の
考
え
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

須
羽
国
造
に
関
し
て
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
近
年
、
新
野
直
吉
氏
に
よ
る
研
究
が
出
さ
れ
て
い
る
。
新
野
氏
は
そ
の
中
で
、

　
　

須
波
・
須
羽
の
文
字
表
記
は
問
わ
ず
、
諏
訪
国
造
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

と
結
論
付
け
て
い
る
。
新
野
氏
の
論
に
よ
る
と
、
諏
訪
に
は
縄
文
以
来
の
神
事
を
受
け
継
い
で
き
た
土
着
の
勢
力
を
想
定
し
、
か
つ
彼
等
は
国

造
に
つ
く
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
こ
に
氏
姓
国
造
や
律
令
国
造
と
い
っ
た
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
科
野
国
造
の
一
族
で

あ
る
金
刺
氏
は
、
あ
く
ま
で
外
来
の
も
の
で
あ
り
、
諏
訪
の
国
造
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
科
野
国
造
は
特
定
の
一
氏
族
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
複
数
の
集
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
擬

制
的
同
族
関
係
を
持
つ
者
た
ち
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
金
刺
氏
は
外
来
の
者
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ

各
地
域
の
有
力
者
た
ち
が
、
後
に
金
刺
氏
や
他
田
氏
と
い
う
系
譜
を
同
じ
く
す
る
集
団
に
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
と
、
諏
訪
の
中
で
有
力
な
首
長
層
が
他
地
域
の
勢
力
と
結
び
つ
い
た
後
に
、「
天
孫
本
紀
」
に
あ
る
よ
う
に
自
ら
を
須
羽
国
造
と
名
乗
っ

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
諏
訪
郡
内
に
お
け
る
科
野
国
造
の
勢
力
と
し
て
、
先
に
諏
訪
郡
人
の
金
刺
舎
人
貞
長
を
挙
げ
た
よ
う
に
、
金
刺
氏
が
中
心
的
な
存
在

と
し
て
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
隣
接
し
て
い
る
伊
那
郡
で
も
金
刺
氏
の
存
在
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
律
令
制
下
の
諏
訪
地
域
に
お
い

て
主
要
な
地
位
を
得
て
い
た
の
は
、
科
野
国
造
の
一
族
で
あ
る
金
刺
氏
の
勢
力
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。

　

科
野
国
造
以
外
に
、
須
波
国
造
も
「
国
造
本
紀
」
の
写
本
の
一
部
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
那
須
」
を
「
須
波
」
と
誤
写
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
巻
五
「
天
孫
本
紀
」
に
お
い
て
は
天
照
国
照
彦
火
明
櫛
玉
饒
速
日
尊
の
十
三
世
の
箇
所
に
、

　
　

�

孫
物
部
麻
佐
良
連
公
。
木
筵
大
連
之
子
。
此
連
公
。
泊
瀬
列
城
宮
御
宇
天
皇
〔
武
烈
〕
御
世
。
為
二
大
連
一
。
奉
レ
齋
二
神
宮
一
。
須
羽
直
女

子
妹
古
為
レ
妻
生
二
二
児
一
。

（
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）
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と
あ
る
。
太
田
亮
の
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
須
羽
直
の
項
で
は
、
こ
の
記
事
を
受
け
て
須
羽
直
が
須
波
（
須
羽
）
国
造
の
氏
姓
か
、
と
あ
り
、

　
　

�
仮
令
然
ら
ず
と
す
る
も
、
直
姓
な
る
よ
り
思
へ
ば
、
信
濃
国
造
族
の
人
に
て
、
信
濃
国
造
の
一
族
の
、
此
の
地
に
移
れ
る
も
の
な
る
べ
し

と
考
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
下
諏
訪
神
社
の
祝
金
刺
氏
は
此
の
流
か
。

と
、
須
羽
直
が
科
野
国
造
の
支
族
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
養
老
五
（
七
二
一
）
年
に
お
け
る
諏
方
国

の
設
置
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
信
濃
国
は
南
北
の
両
端
が
隔
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
南
北
に
分
割
し
、
律
令
政
府
に
よ
る
在
地
支
配

を
よ
り
き
め
細
や
か
に
徹
底
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
狙
い
か
ら
、
諏
方
の
立
国
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

諏
方
建
国
に
つ
い
て
、
太
田
亮
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
か
つ
て
須
羽
国
造
が
存
在
し
、
そ
の
支
配
領
域
を
踏
襲
す
る
形
で
養
老
五
年
に
分
置

さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

信
濃
で
は
、
既
に
弥
生
時
代
後
期
か
ら
北
部
の
千
曲
川
水
系
と
南
部
の
天
竜
川
水
系
と
に
分
か
れ
る
形
で
、
二
つ
の
異
な
る
文
化
圏
が
形
成

さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
箱
清
水
式
文
化
圏
」
と
「
中
島
式
文
化
圏
」
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
天
竜
川
は
諏
訪
湖
に
端
を
発
す
る
河
川

で
あ
る
の
で
、
諏
訪
は
「
中
島
式
文
化
圏
」
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。（
図
１
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
確
か
に
国
造
の
支
配
権
に
関
し
て
も
北
信
の
勢
力
を
中
心
と
し
た
「
科
野
」
の
ク
ニ
と
、
南
信
の
勢
力
を
中
心

と
し
た
「
諏
訪
」
の
ク
ニ
と
と
る
こ
と
も
可
能
の
よ
う
に
思
え
る
。

　

し
か
し
、（
図
２
）
の
古
墳
分
布
図
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
南
信
に
お
け
る
勢
力
は
伊
那
谷
の
南
部
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
諏
訪
地

域
は
南
部
勢
力
の
北
端
部
に
当
た
る
位
置
に
存
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。「
須
羽
直
」
な
る
名
称
を
冠
す
る
存
在
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
が
設
定
さ
れ
た
時
点
で
諏
訪
が
南
の
勢
力
の
中
心
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

南
信
地
域
で
は
、
六
世
紀
の
段
階
で
後
期
型
の
前
方
後
円
墳
が
多
数
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
中
心
地
は
下
伊
那
地
方
で
あ
る
。

六
世
紀
中
葉
に
な
る
と
、
上
伊
那
郡
の
松
島
大
墓
、
諏
訪
郡
の
青
塚
（
被
葬
者
は
諏
訪
下
社
の
大
祝
金
刺
舎
人
氏
と
の
伝
承
も
あ
る
）、
上
田

市
の
二
子
塚
古
墳
な
ど
の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
前
方
後
円
墳
が
、
古
東
山
道
ぞ
い
に
点
の
状
態
で
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
27
）
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）
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図１　「信濃の土器文化圏」（『長野県史』より抜粋）
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図２　「信濃の古墳分布」（『長野県史』より抜粋）
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ま
た
、
下
伊
那
地
方
で
は
、
六
世
紀
代
を
通
じ
て
馬
具
の
一
大
集
中
域
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
神

坂
峠
越
え
の
古
東
山
道
ル
ー
ト
の
重
要
性
の
増
大
と
い
っ
た
要
素
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
研
究
に
お
い
て
、国
造
制
の
成
立
が
六
世
紀
代
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、や
は
り
諏
訪
は
、

南
か
ら
拡
大
し
て
き
た
勢
力
の
北
端
部
に
あ
た
る
地
域
で
あ
り
、
勢
力
の
中
心
は
伊
那
谷
南
部
に
あ
っ
た
の
だ
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
六
世
紀
段
階
で
は
、
太
田
が
想
定
し
て
い
た
よ
う
な
、「
天
孫
本
紀
」
に
記
載
さ
れ
て
い
た
「
須
羽
直
」
な

る
国
造
は
、
や
は
り
実
際
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

諏
訪
地
域
の
在
地
首
長
層
が
、
い
つ
頃
大
和
王
権
と
の
繋
が
り
を
強
め
て
い
っ
た
の
か
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
文
献
史
料
上
に
直
接
示
す
よ

う
な
内
容
の
記
載
は
な
い
。
し
か
し
、
古
墳
の
変
遷
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と
、
六
世
紀
中
葉
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
諏
訪
地
域
に
初
め

て
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
が
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
青
塚
古
墳
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
前
は
、
五
世
紀
代
に
造
ら
れ
た
フ
ネ
古
墳
や
片
山
古
墳
な
ど
の
よ
う
な
、
小
規
模
な
方
墳
や
円
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
諏
訪
地
域
は
、
大
和
王
権
の
影
響
力
が
及
ぶ
以
前
に
は
、
伝
統
的
な
在
地
首
長
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想

定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
大
和
王
権
の
勢
力
下
に
入
り
、
中
央
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
く
な
か
で
、
後
に
金
刺
氏
と
い
う
同
じ
系
譜

を
持
っ
た
擬
制
的
同
族
関
係
に
ま
と
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
勢
力
が
治
め
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

結
　
語

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
諏
訪
の
国
造
勢
力
に
つ
い
て
、
①
「
天
孫
本
紀
」
に
あ
る
よ
う
な
須
羽
直
（
須
羽
国
造
）
と
呼
ば
れ
る
勢
力
が
実
際
に

存
在
し
て
い
た
の
か
。

②
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
実
態
を
持
っ
た
勢
力
で
あ
っ
た
の
か
。

（
29
）

（
30
）
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③
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
諏
訪
地
域
の
在
地
支
配
層
は
ど
の
よ
う
な
者
た
ち
で
あ
っ
た
の
か
。

を
明
ら
か
に
す
べ
く
論
考
を
試
み
た
。

　

第
一
節
で
は
、
信
濃
国
の
国
造
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
科
野
国
造
に
つ
い
て
、
国
造
制
全
体
や
科
野
国
造

の
成
立
に
関
し
て
六
世
紀
代
に
も
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
、
近
年
の
研
究
成
果
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
実
態
を
持
っ
た
集
団
で
あ
っ
た
の
か

を
検
討
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、
科
野
国
造
の
後
裔
で
あ
る
金
刺
氏
や
他
田
氏
は
、
信
濃
全
体
に
分
布
し
、
郡
司
層
と
し
て
確
固
た
る
勢
力
を

築
い
て
お
り
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
北
信
か
ら
南
信
へ
の
移
動
説
や
主
権
が
交
代
し
た
と
す
る
二
段
階
説
で
は
な
く
、

各
地
域
の
在
地
首
長
ら
に
よ
る
擬
制
的
同
族
関
係
を
持
っ
た
集
団
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　

第
二
節
で
は
、
新
野
説
に
対
し
て
、
前
節
の
内
容
を
受
け
諏
訪
地
域
の
国
造
勢
力
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
考
察
し
た
。
ま
ず
、
諏
訪
に
国

造
は
存
在
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
六
世
紀
の
段
階
で
信
濃
の
他
地
域
と
の
比
較
を
通
し
て
み
て
み
る
と
、「
天
孫

本
紀
」
に
あ
る
よ
う
な
須
羽
直
は
、や
は
り
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
れ
は
諏
訪
地
域
に
国
造
勢
力
が
ま
っ

た
く
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
信
濃
各
地
の
在
地
首
長
た
ち
が
、
ほ
ぼ
同
一
の
時
期
（
六
世
紀
代
）
に
大
和
王
権
の
直

接
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
、舎
人
と
し
て
中
央
に
出
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、彼
等
は
共
通
の
職
掌
名
を
氏
姓
と
し
て
名
乗
る
よ
う
に
な
っ

た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
科
野
国
造
に
北
信
の
善
光
寺
平
の
勢
力
と
中
・
南
信
の
勢
力
の
二
つ
が
存
し
、
ど
ち
ら
も
金
刺
舎
人
や
他
田
舎
人
の

氏
姓
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
ら
が
多
氏
系
の
神
八
井
耳
命
の
後
裔
と
称
し
て
、
系
譜
上
の
擬
制
的
な
関
係
を
形
成
す
る
の
は
後
代
の
こ

と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
結
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
個
別
地
域
に
つ
い
て
の
検
討
を
主
に
行
っ
た
た
め
に
、
科
野
国
造
全
体
の
枠
組
み

に
つ
い
て
は
深
く
検
討
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
信
濃
国
の
郡
司
層
と
し
て
は
金
刺
氏
や
他
田
氏
以
外
に
も
、
安
曇
郡
に
は
安
曇
氏
が
存
在
し

て
い
た
。
安
曇
氏
と
金
刺
氏
や
他
田
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
今
回
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
ま
た
、筆
者
の
力
不
足
故
、拙
い
内
容
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
平
に
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
一
先
ず
筆
を
擱
か
せ
て
い
た
だ
く
が
、
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諸
賢
の
御
批
判
・
御
叱
正
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

註

（
1
）　
『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
四
年
）
担
当
は
新
野
直
吉
氏　

（
2
）　

新
野
直
吉
「
諏
訪
の
国
造
に
比
す
べ
き
存
在
の
性
格
」『
史
聚
』
第
三
十
九
・
四
十
記
念
号　
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）

（
3
）　
『
古
事
記
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系　

吉
川
弘
文
館　

一
九
五
一
年
）

（
4
）　
『
先
代
舊
事
本
紀
』「
天
孫
本
紀
」
二
一
一　
（『
神
道
大
系
』　

一
九
八
〇
年
）

（
5
）　

塚
田
正
朋　
『
長
野
県
の
歴
史
』（
山
川
出
版
社　

一
九
七
四
年
）

　
　
　

大
和
岩
雄　
『
信
濃
古
代
史
考
』（
名
著
出
版　

一
九
九
〇
年
）　

（
6
）　

関
晃
「
科
野
国
造
の
氏
姓
と
氏
族
的
展
開
」（『
信
濃
の
歴
史
と
文
化
の
研
究
』
第
二
巻　

黒
坂
周
平
先
生
の
喜
寿
を
祝
う
会　

一
九
九
〇
年
）

　
　
　
『
長
野
県
史
』
通
史
編　

第
一
巻
（
一
九
八
九
年
）

（
7
）　

井
原
今
朝
男
「
阿
蘇
氏
系
図
の
諸
問
題
―
諏
訪
・
伊
那
地
方
と
金
刺
氏
に
つ
い
て
」（『
諏
訪
市
史
研
究　

三
』　

一
九
九
一
年
）

　
　
　

桐
原
健　
「
科
野
国
造
の
本
貫
」（『
伊
那
』
七
六
九　

一
九
九
二
年
）

（
8
）　

篠
川
賢　
『
国
造
制
の
成
立
と
展
開
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
五
年
）

　
　
　

同　
　
　
『
日
本
古
代
国
造
制
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
六
年
）

　
　
　

同　
　
　
「
国
造
の
「
氏
姓
」
と
東
国
の
国
造
制
」（
あ
た
ら
し
い
古
代
史
の
会
編
『
王
権
と
信
仰
の
古
代
史
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
五
年
）

　
　
　

小
野
里
了
一　
「
凡
直
国
造
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
同
右
に
所
収
）

　
　
　

大
川
原
竜
一　
「
国
造
制
の
成
立
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」（『
駿
台
史
学
』
一
三
七　

二
〇
〇
九
年
）

（
9
）　

小
林
敏
男　
「
科
野
（
信
濃
）
国
造
に
関
す
る
考
察
」（
井
原
今
朝
男
・
牛
山
佳
幸
編
『
東
国
信
濃
の
古
代
中
世
史
』
所
収　

岩
田
書
院　

二
〇
〇
八
年
）

※�

傳
田
伊
史
氏
も
「
五
・
六
世
紀
の
シ
ナ
ノ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編　
『
生
活
環
境
の
歴
史
的
変
遷
』　

雄
山
閣　

二
〇
〇
一
年
）

に
お
い
て
、
科
野
国
造
の
成
立
時
期
を
六
世
紀
以
降
に
置
い
て
い
る
。
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本
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書
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（
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掲
書
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国
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大
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弘
文
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九
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掲
書
）
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実
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国
史
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弘
文
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六
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）

（
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実
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掲
書
）

（
19
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『
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記
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新
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古
典
文
学
大
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岩
波
書
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一
九
九
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年
）

（
20
）　

岸
俊
男　
「
防
人
考
」（『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』　

塙
書
房　

一
九
六
六
年
）

　
　
　

直
木
孝
次
郎　
「
国
造
軍
」（『
日
本
古
代
兵
制
史
の
研
究
』　

吉
川
弘
文
館　

一
九
六
八
年
）

（
21
）　

森
公
章　
『
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
〇
年
）

（
22
）　

大
和
岩
雄　
（
前
掲
書
）

（
23
）　

小
林
敏
男　
（
前
掲
論
文
）

（
24
）　

加
藤
謙
吉　
「
讃
岐
の
国
造
勢
力
と
因
支
首
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
三
二
号　

二
〇
〇
七
年
）

（
25
）　

新
野
直
吉　
（
前
掲
論
文
）

（
26
）　
『
先
代
舊
事
本
紀
』「
天
孫
本
紀
」
P
九
三　
（
前
掲
書
）

（
27
）　
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』（
太
田
亮　

角
川
書
店　

一
九
六
三
年
）

（
28
）　

笹
沢
浩　
「
信
濃
」（
石
野
博
信
編
『
全
国
古
墳
編
年
集
成
』
雄
山
閣
出
版　

一
九
九
五
年
）

（
29
）　

松
尾
昌
彦　
「
中
部
山
岳
地
帯
の
古
墳
」（『
新
版　

古
代
の
日
本　

中
部
』
角
川
書
店　

一
九
九
三
年
）

（
30
）　

拙
稿　
「
古
代
諏
訪
信
仰
の
始
ま
り
と
そ
の
変
質
」『
延
喜
式
研
究
』
第
二
六
号　
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）

　
　
　

拙
稿　
「
古
代
在
地
社
会
に
お
け
る
信
仰
と
律
令
祭
祀
」『
古
代
文
化
研
究
』
第
一
七
号　
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）


